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コミュニティソーシャルワーク事業について

第２期地域保健福祉計画（21年度～25年度）

豊島区では、制度の狭間にいる人や複数の生活課題を抱える人などを支援し、地域
における新たな支え合いの仕組みづくりを推進するため、豊島区民社会福祉協議会
と連携してコミュニティソーシャルワーク事業を進めてきた。

コミュニティソーシャルワークとは、イギリスで生まれたコミュニティに焦点をあてた社
会福祉活動・相談支援の進め方。支援を必要とする人々のニーズに応え、生活環境
に目を向けて援助を行うとともに、地域による支援活動を発見して支援を必要とする
人に結びつけたり、新たな資源を開発したり、公的制度との関係を調整したりすること
をめざすもので、これを担う専門職をコミュニティソーシャルワーカー（CSW）という。

地域における生活課題に対応するため、区民、ボランティア、ＮＰＯ、事業者、関係機関など
と連携し、区民が主体的に関わり、支え合う、地域における「新たな支え合い」を構築するた
めに、地域包括支援センター等に社会福祉協議会等よりコミュニティソーシャルワーカー（Ｃ
ＳＷ）を派遣し、直接現場に出向くアウトリーチ型のソーシャルワークを展開しながら、高齢者、
障害者、子どもなどすべての区民に対応するとともに、困難事例については専門機関や民
生・児童委員、ＮＰＯ、地域活動団体などと連携を図り、総合的かつ包括的に支援にかかる
事業をモデル地区において実施する。
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コミュニティソーシャルワーク事業について

第３期地域保健福祉計画（24年度～28年度）
地域生活における生活課題は多様化と複雑化の傾向にあり、公的福祉サービスのみでは
限界が生じており、CSWや地域福祉コーディネーターなどが区民一人ひとりにきめ細かな
福祉サービスを実現していくために、地域における「新たな支え合い」（互助）の領域拡大に
向けて、地域住民の幅広いニーズに基づく地域を基盤とした支援体制を構築する。
平成21年度の高齢者総合相談センター(地域包括支援センター)中央圏域におけるモデル
事業の成果を踏まえて、平成 27 年度を目途に、全ての高齢者総合相談センター（地域包
括支援センター）圏域にコミュニティソーシャルワーカーを配置する。
圏域の拡大にあたっては、それぞれの地域の中で支援を必要とする区民などに対して、地
域活動の拠点である圏域内の区民ひろばを情報発信の場として活用する。

第４期地域保健福祉計画（27年度～31年度）

CSWは、地域を基盤とした支援体制の構築において、地域人材や点在する社会資源などを有機的に
活用し、「新たな支え合い」「共助社会づくり」の強化に向けたコーディネート役として地域住民
の生活課題に対応している。各活動の実績を踏まえ、引き続き、各圏域において、町会・自治会関
係者や民生委員・児童委員をはじめとした地域の関係者や関係機関、交流拠点である地域区民ひろ
ば等との連携をさらに充実させていく。

平成27年度 高齢者総合相談センター８圏域に各2名 計16名の配置完了
（平成21年モデル事業➞平成24年委託事業➞平成27年度８か所で展開）
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コミュニティソーシャルワーク事業について

第５期地域保健福祉計画（30年度～35年度）
豊島区版「地域共生社会」の実現に向けて、CSWは、地域住民や地域の人的資源と連携・
協力して、支援を必要とする人への多角的な見守りやニーズの早期発見に向けて取り組む
とともに、専門相談支援機関へのつなぎ役を果たす。高齢者、障害者、子どもなどの分野ご
とでは対応が難しい制度の狭間の課題や複合的な課題を抱えた人々に対しては、民生委
員・児童委員、青少年育成委員、保護司、高齢者総合相談センター等の関係機関と連携し
て支援を行う。

第６期地域保健福祉計画（令和6年度～令和11年度）
豊島区版「地域共生社会」の実現に向けて、豊島区ならではの「重層的支援体制*」の構築
区内全域にわたって活動できるようにCSWを8か所の区民ひろばに配置し、全世代を対象に、
どんな相談事でも受けとめる体制を整えていく。CSWが配置されていない区民ひろばには、
巡回相談窓口を開設するなど、区民にとってより身近な地域の相談先としての機能を高める。
課題を抱える個人や家族に対する包括的な相談支援などの「個別支援」と、地域のネット
ワークづくり等の「地域づくり支援」を一体的に行うことで、必要な社会資源の開発、さらには
孤独・孤立の状態の人等の社会参加支援を行う。

*重層的支援体制整備事業は、これまで構築してきた専門的な支援体制の仕組みを活かしつつ、
各部署や地域が相互に連携を強めながら、地域全体の支援体制を一体的に進めることで、
重層的なセーフティネットを構築することを目的とするもの。（令和5年度本格実施）



地域保健福祉計画とCSWとの関係性
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第2期計画
平成21年度～
平成25年度

第3期計画
平成24年度～
平成28年度

第4期計画
平成27年度～
平成31年度

第5期計画
平成30年度～
平成35年度

第6期計画
令和6年度～
令和11年度

地域における新たな支え合い
新たな支え合い
共助社会づくり

地域共生社会の
実現

重層的支援体制
整備事業の構築

CSWモデル配置
高齢者総合相談
センター８圏域
に拡大

８圏域配置 各2名：計16名
（菊かおる園、東部、中央、ふくろうの杜、医師会、

いけよんの郷、アトリエ村、西部）

モデル設置場所
社会福祉協議会

高齢者総合相談
センター８圏域
の区民ひろば

区民ひろば 計８か所
（西巣鴨第一、南大塚、高南第二、朋有、池袋、

西池袋、富士見台、千早）

【今後の展望・方向性】

引き続き、区民一人ひとりの相談事を適切な専門相談支援機関へつな
ぐとともに、地域づくり・地域のネットワークづくりを一体的に行うこ
とで、豊島区版重層的支援体制整備事業の中心的役割を担っていく。
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高齢者総合相談センター圏域の区民ひろば8か所に配置
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